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〔 新年明けまして 迎 春 おめでとうございます 〕

令和7年度

私たちの今年の年頭所感は次のようになりました。

「 Human healthcare goal （ヒューマンヘルスケア・ゴール） 」

健康な生き方が人からひとへ、世代から世代へ、

循環する文化を創り、つなげていくことを意味しています。

即ち、「人はどう生き、どう共に在るべき存在なのか」という人間文化そのものを問い続けることなのです。

私たちは「個人の幸福」だけではなく、地域・社会・次世代までをつなげて行く責任があるのです。

そのために一人ひとりが”自分自身の人間性”を高めていかなければならないと考えています。

だから私たち（社福）童心会の生涯教育は

「五感と六識を刺激する ０歳からの人間教育」になったのです。

つまり人間教育とは

「生命の誕生からその人の終末を迎えるまでの一生」を生涯教育として捉えていくことなのです。

その意味から”生涯発達・生涯学習・生涯健康”とは

今までの学校教育のように「”座学を中心とした一斉授業”の中で生まれるものではなく、

新生児・乳幼児期からの応答的関わり・やりとり（Serve & return）」を通した

「新しい人間文化の創造」として生まれてくるものなのです。

そして人は、新生児・乳幼児期から学び・学習を通して

”人としての成り立ちの歩みのはじめ”を歩み始めていくのです。

新しい人間科学（脳神経科学・発達科学 etc.）の実証は、

私たちの実学を通した人間教育の実践知の信頼を強く後押ししてくれたのです。
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それはミラーリング・ミラーニューロン（見て 倣い・観て 学び）という脳への刺激から生まれる

”内発性（内からのやってみたいという欲求）”が高まり行動を起こすことなのです。

それらは、ばら組さん（０歳児）の時代から”ときめき・あこがれ・感動 etc.”の原点になったからでしょう。

それは「人を動かし、脳を動かし、心を動かし」生涯発達・生涯学習への道へと歩み始めます。

そして、その行動の原点は「興味・関心・好奇心となり、

”ひとりでできる”と身体を動かし、失敗をくり返しながら”ひとりでできた”と歓喜する。

そしてやる気（意欲）・げん気（気力）・ほん気（意志）」の力を生むのです。

そして、その力が人間として生涯にわたって大切な”生きる力（智慧・実人生を生き抜く力）”につながっていくのです。

〔 改めて Human Healthcare Goal とは 〕
１） 身体の健康 ２） 脳の健康

３） 心の健康 ４） 社会的つながり

５） 生きている意味・価値・目的

６） 他者への貢献 ７） 地域貢献

私たちは2018年、千葉県柏市逆井の由緒ある高台に真っ白なお城のような、

子どもたちが誇れるお家”柏さかさい保育園”を開設したのです。

その想いは、”保育園から始める地域コミュニティ創り”でした。

柏さかさい保育園が「子どもたちや保護者：地域の子育て仲間たちの家であり、

そしてその仲間たちみんなが家族であり街（村）であったら良いなぁ！」という願いに変わっていったのです。

そして私たちの（社福）童心会の座右の銘（モットー）行動の目標は

”地域に貢献すること”と確信したから次のようになりました。

人とひととのぬくもりで

子どもが育つ 親が育つ

地域が育つ街 童心会（柏）

ある人たちが（社福）童心会の目指す保育は、

”グローバルスタンダード（文化・宗教・国境を越えて共有可能な「人間が人間になる原理」）”

になっていると言うのです。即ち、”世界の標準値”になったと言ってくれたのです。

だから私たちの「人間教育は新しい人間文化の創造」という視座に立っているのです。

［改めて 私たち（保育者仲間・子育て仲間）の役割とは何か？］

1）すべては新生児期・幼児期から始まる

・ふれあい 見まもり 思いやり

2）新しい人間科学（脳科学・発達科学etc）の導入

・人間科学で実証された事実を実践知に統合すること

3）改めてedu-care mind（療育する心得）

・教育とcare（支えることを分けない）

・行動の奥にある物語を見ること

4）人間は応答（serve ＆ ｒｅｔｕｒｎ）されて人になる

・応答的な関わり ・応答的やりとりを大切にすること

今日もまた一日一生を念じながら

すべての仲間たちの Well-being ”幸せになろうね！幸せになろうよ！”と

祈り願い続けていくつもりです。

どうぞ今年も良い年でありますように！

いつまでもお幸せに !!

令和8年 1月 吉日
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